
６
月
29
日
午
前
10
時
40
分
よ
り
、

「
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
」(

岡
山
市

中
区)

に
て
、
第
79
回
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し

た
。平

成
30
年

度
事
業
報
告

及
び
令
和
元

年
度
事
業
計

画
な
ど
10
議

案
が
上
程
さ

れ
、
審
議
の

結
果
、
全
て

原
案
ど
お
り

可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

当
会
の
主

力
事
業
で
あ

る
木
材
共
販

は
、
一
時
、

豪
雨
災
害
に
よ
り
林
業
生
産
活
動
が

停
滞
し
、
安
定
的
な
木
材
の
供
給
に

支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

し
た
が
、
会
員
を
は
じ
め
関
係
者
の

多
大
な
ご
協
力
・
ご
配
慮
の
も
と
、

集
荷
・
販
売
に
総
力
で
取
り
組
み
、

３
共
販
の
取
扱
数

量
は
歴
代
最
高
の

二
十
一
万
㎥
、
取

扱
高
二
十
八
億
四

千
九
百
八
十
七
万

円
を
計
上
。
指
導

部
門
で
は
、
緑
の

雇
用
事
業
に
よ
る

専
門
的
な
知
識
・

技
術
を
備
え
た
人

材
の
育
成
に
努
め

る
と
と
も
に
、
県

内
で
の
就
業
を
促

進
す
る
た
め
の
広

報
活
動
、
安
全
装

備
等
の
導
入
に
対

す
る
助
成
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

30
年
度
事
業
総
取
扱
高
は
約
三
十

四
億
一
千
万
円
で
、
事
業
管
理
費
等

の
経
費
削
減
に
努
め
、
剰
余
金
約
七

千
万
円
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
井
手
会
長
は
、
７

月
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
、
来
賓
及
び
会
員

に
対
し
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い

て
「
林
業
・
木
材
産
業
界
は
大
転
換

期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

『
森
林
環
境
税
』
『
森
林
環
境
譲
与

税
』
の
創
設
が
決
定
し
、
『
森
林
経

営
管
理
法
』
が
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

『
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
』
の

運
用
が
始
ま
り
、
『
林
業
の
成
長
産

業
化
』
を
現
実
と
す
る
た
め
、
森
林

組
合
系
統
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
は
非

常
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
」

と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
菊
池
岡
山
県
副
知
事
、
岡
山

県
議
会
の
蓮
岡
議
長
、
岡
山
森
林
管

理
署
の
川
村
署
長
、
農
林
中
央
金
庫

の
熊
倉
岡
山
支
店
長
、
全
国
森
林
組

合
連
合
会
の
肱
黒
専
務
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

通
常
総
会
終
了
後
、
理
事
会
が
開

催
さ
れ
会
長
以
下
、
新
役
員
体
制
が

決
定
し
ま
し
た
。
新
役
員
を
含
め
、

今
年
度
の
体
制
に
つ
い
て
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

今
年
度
新
た
に
森
林
組
合
長
に
就
任

さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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６
月
１
日
に
新
見
市
民
運
動
公
園

に
て
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
は
、
新
見

地
域
の
森
林
・
林
業
関
係
者
が
、
林

業
の
活
性
化
と
相
互
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。５

回
目
と
な
る
今
回
は
、
11
チ
ー

ム
（
約
160
名
）
の
参
加
が
あ
り
、
盛

大
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

杉
修
次
協
議
会
長
（
㈲
杉
産
業
）

と
池
田
一
二
三
新
見
市
長
、
小
林
県

議
の
挨
拶
の
後
、
杉
会
長
の
始
球
式

に
よ
り
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
。

親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
い
う

こ
と
で
、
攻
撃
時
間
の
制
限
を
か
け

る
な
ど
特
殊
な
ル
ー
ル
を
採
用
し
、

真
夏
直
前
の
暑
さ
の
中
、
各
チ
ー
ム

笑
顔
に
溢
れ
、
活
気
の
あ
る
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

決
勝
は
「
㈱
戸
川
木
材
VS
新
見
市

役
所
」
と
な
り
、
白
熱
し
た
試
合
は
、

４
対
３
で
㈱
戸
川
木
材
が
優
勝
し
、

敗
者
復
活
で
は
、
㈲
小
田
工
務
店
が

優
勝
し
ま
し
た
。
最
優
秀
選
手
賞
に

は
㈱
戸
川
木
材
の
藤
井
翔
悟
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

会
場
を
変
え
て
の
親
睦
会
も
盛
大

に
開
催
さ
れ
、
新
見
地
域
の
林
業
の

振
興
と
関
係
者
の
結
束
を
確
認
し
ま

し
た
。

５
月
29
日
、
加
茂
地
区
木
材
組
合

主
催
に
よ
る
特
別
記
念
市
が
津
山
木

材
共
販
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
取
扱
材
積
は
四
千
五
百

十
四
㎥
で
出
荷
全
体
の
61
％
に
あ
た

る
二
千
七
百
八
十
二
㎥
が
加
茂
・
阿

波
地
域
か
ら
の
出
荷
で
し
た
。

開
市
前
の
式
典
で
、
清
水
義
夫
加

茂
地
区
木
材
組
合
長
よ
り
、
「
関
係

者
の
皆
様
方
の
協
力
で
、
充
実
し
た

内
容
の
記
念
市
が
開
催
で
き
ま
し
た

こ
と
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
安

定
供
給
の
観
点
か
ら
量
的
出
荷
を
目

標
に
組
合
員
全
員
一
丸
と
な
り
頑
張

り
ま
し
た
。
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。来

賓
の
森
岡
和
雄
津
山
市
議
会
議

員
か
ら
は
、
「
津
山
市
議
会
と
し
て

も
、
林
業
の
成
長
産
業
化
、
木
材
需

要
の
拡
大
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
き

た
い
。
」
と
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

(

公
財)

岡
山
県
林
業
振
興
基
金

（
事
務
局
、
県
森
連
内
）
主
催
に
よ

る
「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
・
林
業
就

業
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
８
月
18
日(

日)

に
岡
山
市
の
「
お
か
や
ま
西
川
原
プ

ラ
ザ
」
に
て
開
催
し
ま
す
。

本
年
１
月
に
開
催
し
た
際
に
は
、

14
名
の
来
場
者
が
あ
り
、
県
内
だ
け

で
な
く
、
県
外
か
ら
も
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
林
業
の

作
業
内
容
や
勤
務
形
態
、
募
集
状
況

な
ど
」
に
つ
い
て
、
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

今
回
も
、
多
く
の
市
町
村
や
林
業

事
業
体
の
担
当
者
が
地
域
の
取
り
組

み
や
支
援
状
況
な
ど
の
説
明
に
あ
た

る
こ
と
に
し
て
お
り
、
少
し
で
も
多

く
の
方
に
、
林
業
の
仕
事
を
知
っ
て

も
ら
う
機
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

左
記
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
宣
伝
ポ
ス
タ
ー

は
県
内
の
主
要
駅
に
掲
出
し
て
お
り
。

少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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㈱
戸
川
木
材
が
優
勝

清水義夫組合長

新見市長 激励の挨拶

優勝した㈱戸川木材チーム

準優勝の

新見市役所チーム

林
業
就
業

ガ
イ
ダ
ン
ス

8/18

市売り風景

第
26
回
加
茂
地
区
木
材
組
合

特
別
記
念
市



「
緑
の
雇
用
」
新
規
就
業
者
育
成
推

進
事
業
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
が
６
月
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
集
合
研
修
に

つ
い
て
は
、
６
月
３
日
の
１
年
目
研

修
第
１
期
を
は
じ
め
、
順
次
開
催
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
の
研
修
生
数
は
、
１
年
目

11
名
、
２
年
目
24
名
、
３
年
目
25
名

と
な
っ
て
お
り
、
人
数
は
例
年
よ
り

減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
人
ひ
と

り
が
林
業
に
熱
意
が
あ
り
、
積
極
的

に
講
義
を
受
け
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

緑
の
雇
用
で
は
、
林
業
事
業
体
に

雇
用
さ
れ
て
2
年
以
内
の
方
を
対
象

と
し
て
、
林
業
で
必
要
な
基
礎
知
識
、

技
術
、
安
全
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。
近
年
、
機
械
化
が
進
み
、

林
業
を
す
る
上
で
様
々
な
資
格
が
必

要
と
な
っ
て
お
り
、
伐
木
、
刈
払
い
、

車
両
系
等
の
資
格
を
習
得
す
る
こ
と

で
、
よ
り
安
全
に
作
業
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
度
、
岡
山
県
で
は
労
働
災
害

(

（
休
業
4
日
以
上)

が
6
件
あ
り
、

例
年
よ
り
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
昨

年
の
7
月
～
8
月
に
か
け
て
、
記
録

的
な
猛
暑
日
が
続
い
た
た
め
、
研
修

生
だ
け
で
な
く
指
導
員
も
ダ
ウ
ン
し

熱
中
症
の
労
働
災
害
が
多
く
発
生
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
研
修
で
は
、
保

健
所
か
ら
講
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ

き
、
健
康
管
理
に
つ
い
て
も
徹
底
し

た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
故
率
が
最
も
高
い
伐
倒

作
業
に
つ
い
て
は
、
現
場
指
導
者
の

育
成
研
修
（
今
年
度
は
「
伐
採
技
術

向
上
対
策
事
業
」
）
を
受
講
さ
れ
た

方
を
講
師
と
し
て
、
伐
倒
の
基
本
、

安
全
作
業
を
指
導
し
て
お
り
、
「
浴

び
せ
倒
し
等
の
危
険
な
作
業
は
な
ぜ

し
て
は
い
け
な
い
の
か
」
「
何
が
原

因
で
事
故
が
起
き
る
の
か
」
「
受
け

口
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と
ど
う

な
る
の
か
」
を
少
人
数
で
編
成
さ
れ

た
班
ご
と
に
じ
っ
く
り
討
論
し
、
現

場
で
の
実
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

各
事
業
体
の
指
導
員
に
は
、
今
後

と
も
十
分
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

岡
山
県
で
は
、
現
場
指
導
者
育
成

対
策
事
業
研
修
と
し
て
、
林
業
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
水
野
雅
夫
氏
を
講

師
に
迎
え
、
安
全
か
つ
確
実
な
伐
木

技
術
を
新
人
作
業
員
へ
指
導
で
き
る

人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
研
修
を
本

年
も
実
施
し
ま
し
た
。

林
業
労
働
災
害
は
、
チ
ェ
ン
ソ
ー

作
業
に
起
因
す
る
も
の
が
最
も
多
く
、

ま
た
就
業
直
後
か
ら
３
年
目
ま
で
に

多
発
す
る
た
め
、
作
業
班
長
に
よ
る

正
し
い
現
場
指
導
が
求
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
合
計
８

日
間
を
３
期
に
分
け
て
実
施
さ
れ
、

そ
の
中
で
も
新
人
に
対
す
る｢

伝
え

る
力｣

を
養
う
た
め
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
中
心
と
し
た
座
学
と
、
受
講
者

自
身
が
正
し
い
受
け
口
を
作
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
通
じ
た
伐
倒
技
術
の
習
得

と
そ
の
技
術
の｢

言
語
化｣

を
実
地
研

修
で
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
普
段
は
何
気
な
く
行
っ
て

い
る
作
業
を
題
材
に
、｢

作
業
の
分

解
と
再
構
築｣

と
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
研
修
を
通
じ
て
受
講
者
は
、

｢

技
術
は
見
て
盗
め｣

ま
た
、｢

習
う

よ
り
慣
れ
ろ｣

と
い
っ
た
旧
態
依
然

と
し
た
指
導
方
針
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
現
場
に
お
い
て
、
的
確
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
技
術
の

伝
承
が
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
す
。
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グループワークの風景

普通救命講習の風景

「
技
術
を
伝
え
る
」

手
法
を
学
ぶ

伐
採
技
術
向
上
対
策
事
業

美咲町有林にて伐倒実習風景

講師 水野雅夫 氏

Woodsman Workshop LLC 代表

全国の指導者養成研修で講師を務める

研修風景受け口の例



平
成
31
年
４
月
、
当
会
で
は
新
た

に
３
名
の
職
員
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
新
職
員
紹
介
●

・
氏
名(

所
属)

※
7
月
1
日
現
在

①
趣
味･

特
技

②
座
右
の
銘(

理
由)

③
挨
拶
＆
抱
負

代
々

亮
太

（
新
見
支
所
）

だ
い
だ
い

①
バ
イ
ク
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

②｢

継
続
は
力
な
り
！｣

中
学
の
と
き

の
監
督
に
教
わ
り
少
し
で
も
毎
日

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
き
た
の
で
。

③
新
見
支
所
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
代
々

で
す
。
は
や
く
仕
事
に
慣
れ
必
要

と
さ
れ
る
人
材
に
な
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

中
西

ほ
の
か
（
津
山
支
所
）

①
趣
味
は
ギ
タ
ー
を
弾
く
こ
と
や
映

画
鑑
賞
で
す
。

②
「
変
わ
る
こ
と
を
恐
れ
る
な
」

自
分
に
合
っ
た
言
葉
だ
と
思
う
か

ら
。

③
仕
事
場
の
雰
囲
気
に
も
慣
れ
て

き
た
の
で
、
次
は
仕
事
の
内
容
を

理
解
し
て
い
き
た
い
で
す
。
覚
え

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
で
す
が
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴
木

遥

（
業
務
課
）

①
趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。
主
に
中
・

四
国
の
ド
ラ
イ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
や
観

光
地
な
ど
を
雑
誌
・
ネ
ッ
ト
で
探

し
友
人
や
家
族
と
行
き
ま
す
。

②
座
右
の
銘
は｢

無
一
物｣

で
す
。

｢

あ
る
が
ま
ま
に
そ
れ
だ
け
で
い

い｣

と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い

る
そ
う
で
、
自
分
を
誇
張
せ
ず
見

栄
で
着
飾
ら
ず
に
い
よ
う
と
思
い

座
右
の
銘
と
し
て
い
ま
す
。

③
４
月
か
ら
業
務
課
で
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い

事
が
多
く
、
学
ぶ
こ
と
だ
ら
け
で

す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
ず
は
、
自
分
の
担
当
の
仕

事
を
き
ち
ん
と
こ
な
せ
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

平
成
31
年
２
月
よ
り
、
お
申
込
み

か
ら
契
約
が
完
了
す
る
ま
で
の
ス
キ
ー

ム
が
変
更
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
入
時
期
と
郵
便
発
着

を
勘
案
し
た
上
で
保
険
期
間
開
始
日

を
設
定
し
た
申
込
書
で
お
申
し
込
み

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
保

険
期
間
開
始
日
の
５
営
業
日
前
ま
で

に
森
林
保
険
セ
ン
タ
ー
へ
申
込
書
が

必
着
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
お

申
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

仮
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
場
合
、

１
週
間
以
上
保
険
期
間
開
始
日
が
ず

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
十
分

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」

で
発
生
し
た
水
害
な
ど
、
被
害
を
発

見
次
第
、
損
害
発
生
通
知
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
被
害
山

林
が
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
ど
う

か
な
ど
の
確
認
は
、
最
寄
り
の
森
林

組
合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

森
林
保
険
の
時
効
は
、
対
象
地
の

保
険
契
約
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

契
約
日
が
平
成
22
年
３
月
31
日
以
前

の
契
約
の
時
効
は
２
年
、
平
成
22
年

４
月
１
日
以
降
の
契
約
の
時
効
は
３

年
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
森
林
保
険
で
は
山
間
地

の
森
林
に
お
い
て
被
害
の
発
見
や
調

査
が
遅
れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
た
め
、

保
険
契
約
者
、
被
保
険
者
が
損
害
発

生
通
知
書
を
森
林
組
合
系
統
に
提
出

し
た
場
合
は
、
そ
の
受
理
日
を
も
っ

て
時
効
の
中
断
と
み
な
す
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

損
害
発
生
通
知
書
は
、
こ
の
よ
う

に
時
効
の
中
断
に
効
力
が
あ
る
た
め
、

必
ず
書
面
で
時
効
前
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
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新
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介

コンプライアンス 相談窓口

～組合内で法令や規則違反に気付いても、

相談できる相手がいない。そんな時は相談窓口へ～

岡山県森林組合連合会 info@okmoriren.or.jp

岡山県農林水産部組合指導課 kumiai@pref.okayama.lg.jp

（個人情報については、厳重に取り扱います）

あなたが行おうとすることは、

□ 法律に触れませんか？

□ 社会の常識やルールから外れていませんか？

□ 組合の組織理念や行動規範に沿ったものですか？

□ 業務は、適正な手続きに基づいて行っていますか？

□ あなたの良心に沿ったものですか？

□ 家族や社会にそれを説明し、理解されますか？

コンプライアンス自己チェックリスト

▲森林保険センター作成スキーム図

▲水害による林地崩壊


